




令和６年度 健やか食育プロジェクト事業（加東健康福祉事務所） 

 

 

●血圧（収縮期）130mmHg 以上の標準化該当比は、男女ともに全ての市町で

県全体よりも高い。 

●食塩摂取量の平均値は 10.4g と県下で最も多い。食塩の過剰摂取につな

がる食行動として、「めん類の汁を半分以上飲む者」や、「食卓で味のつい

た料理に調味料をかける頻度が１日１回以上の者」の割合は県平均より

も多い。 

●北播磨圏域の野菜摂取量の平均値は県平均よりも少ない。 

高血圧の予防・改善に向け減塩・野菜摂取量増加に取り組む 

乳幼児期

学齢期

思春期

成人期以降

【実行】 

関心の程度にかかわ

らず適切な食塩摂取

習慣を継続する。 

【学習】 

適切な食塩摂取習

慣を身につける。 

【体得】 

薄味に慣れる。 ― 

出前講座によ

る減塩教育の

実施 

スーパーマー

ケットでの食

環境整備（B） 

減塩給食の推進 

食塩濃度測定を実施 

減塩教育を更に推進 
各学校での活用を想定

した減塩教材等を作成 

食環境整備 
売り場を活用した啓発

の店舗拡大 

ライフ 

ステージ 
個人の行動目標 

当所における 

R6 年度の取組み 
今後の展開 

幅広い年代に対する減塩への取組みを実施し、 

今後の展開を検討するための基礎資料を得ることができました。 



 

小学校５年生対象の減塩講座 

【講座内容】講話＋ワーク＋味噌汁の試飲 

●食塩の役割と過剰摂取による体への影響 

●食塩をとり過ぎないための３つのポイント 

（栄養成分表示をみる、食卓で調味料を使いすぎない、 

だしを活用する） 

【実施校４～６年生（101 名）の状況（事前アンケート結果より）】 

●ふだんから食塩をとりすぎないように気をつけている者は男女とも約６割。

●めん類のスープや汁を「全部飲む」のは、男子約３割、女子約１割。また、

食卓で味のついた料理にしょうゆ、塩、ソースなどの調味料を１日１回以上か

けているのは男子約４割、女子約３割と、いずれも男子の方が割合高い。 

●栄養成分表示の食塩相当量をいつも・時々みている者は男女とも約４割。 

スーパーマーケットでの啓発・イベント 

→気をつけていても、めん類のスープや汁を全部飲んだり、調味料の使用頻度

が高かったりするなど、意識と行動が一致していない傾向あり 

講座後のアンケートでは９割の児童が「とても理解できた」と回答し、講座

で伝えたポイントについて今後実践したい事としてあげている児童も多く、

一定の教育効果はあったと思われます。本校は食育実践校としての基礎があ

ったため、他校でも実施しながら内容をよりよくしていきたいです。 

【野菜】 

かご底での啓発 

（社会規範に訴え

るメッセージ） 

【減塩】 

カップ麵売り場での啓発 

(同一メーカーでより食塩量

が少ない商品購入を促す) 

 

【野菜】【減塩】 

イベントの実施 

（推定野菜摂取量測定、 

  みそ汁の食塩濃度測定等） 

 

【野菜】【減塩】 

「野菜 100g,食塩 1.2g」 

みそ汁レシピの設置 

かご底の掲示を見た人で野菜購入を増やそうと思ったのは３割にとどまり

ましたが、カップ麺売り場の掲示を見た６割の者で実際の購買行動に変化があ

りました。野菜購入量の増加よりもカップ麺の購入品の選択を提案する啓発の

方が、行動を後押ししやすい可能性が考えられました。 

イベントにおいては、ふだんから食塩のとりすぎに気をつけている人は年齢

問わず全ての参加者が食塩濃度 0.8%のみそ汁を「濃い」と回答し、ふだんから

食塩摂取(薄味)を意識することで、加齢による味覚の低下を防ぐことができる

可能性が示唆されました。 


